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神経細胞の初代培養系においても ORM はミトコンドリアに集積し、ラベル化反応が進

















検証を行った。 SILAC (Stable isotope labeling by amino acids in cell culture)
による定量解析の結果、255 個のタンパク質を定量解析することができた。またこの内
166 個(65%)はミトコンドリアに局在するタンパク質であった。また酸化ストレスにお
いて発現量が 2 倍以上増加した 21 個のタンパク質には ROS 応答やアポトーシスに関連
したタンパク質が有意に濃縮されることがわかった。増加した 21 個の中の 5 つは酸化
ストレスやアポトーシスの過程で既に増加が知られるタンパク質であった。また発現
が減少した 8 つのタンパク質にはミトコンドリアの呼吸鎖の complex I に関連したタ























1. 生 細 胞 に お い て も ミ ト コ ン ド リ ア を 標 的 と し た ロ ー ダ ミ ン 型 ORMs 















5. タ ン パ ク 質 の ラ ベ ル 化 反 応 を 促 進 す る 細 胞 膜 担 持 型
DMAP(4-dimethylaminopyridine)触媒を合成し、生細胞上において様々なタンパク
質をラベルし、膜タンパク質プロテオミクスに応用できることを示した。 
 
 
 学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位
論文として価値あるものと認める。また、平成２８年２月２２日、論文内容とそれに関
連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしている
ことを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表 
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
